
藤田幹夫略歴                                        2020 年 2 月現在 

昭和 49年 3 月 

昭和 49年 4 月 

1974 

 

 

昭和 62年 6 月 

1987 

 

平成 2 年 2 月 

1990 

平成 8 年 3 月 

1996 

平成 8 年 10 月 

 

 

平成 8 年 10 月 

 

平成 10年 6 月 

1998 

 

 

平成 17年 11 月 

平成 20年 3 月 

2008 

平成 21年 2 月 

平成 21年 10 月 

平成 24年 6 月 

平成 29年 5 月 

2018 年 10 月 

2020 年 1 月 

 

平成 1 年 9 月 

 

 

 

平成 20年 3 月 

 

 

平成 8 年 3 月 

 

平成 8 年 10 月 

 

平成 8 年 11 月 

 

 

平成 11年 10 月 

 

平成 21年 2 月 

 

 

 

 

 

 

平成 21年 4 月 

 

平成 29年 5 月 

京都大学理学部 生物物理卒 （香川県丸亀市出身） 

株式会社日本ビジネスコンサルタント（現株式会社日立システムズ） 

・統計数理研究所受託「数量化プログラム」開発運用 

・東京湾横断道路（アクアライン）経済波及効果予測業務 

 

（財）データベース振興センター（当時通産省外郭）「データベース白書」

編集専門委員（兼務） 以降 24年後の廃刊まで継続 

・毎年発行される白書の原稿作成、編集支援 

株式会社エム・ケー・シー（現 TIS株式会社） 

・大手印刷会社工場ライン管理システムの開発 

株式会社ソフトウェアジャパン 

・メーカ（4000社）と販売店（3000社）の流通ネットワーク構築 

同社代表取締役就任、辞任 

・14金融機関（負債 40億）、7000社の取引先の折衝により、同業者へ事

業譲渡、それに伴う 300名社員の解雇。 

株式会社ジャパンソリューション設立 代表取締役 

・ソフトウェアジャパンからサービス部門の分社 

株式会社データプレイス設立 代表取締役 

・東京商工リサーチ 90万社（当時）の企業情報をインターネットで提供。 

・財務分析ソフト「あらかん」を活用した与信、ポートフォリオサービス。 

・XML技術によるサービス提供 

名古屋証券取引所セントレックス上場：2005年 

持ち株会社化し、社名を（株）DPGホールディングスに変更。事業子会社

として（株）データプレイスを設立（新設分割） 

DPGホールディングス代表を辞任、データプレイスを清算 

PDBマーケティング代表取締役 

ＨＰからの収集データ「会社 INDeX」販売 2012年 

新たな課題を追究すべく京都移転 

数理解析研究所 10月期研究生/継続 

一般社団法人京都大学データ解析研究会 設立/代表理事 

編著書に、『オブジェクト指向ビジュアル開発ツール』（リックテレコム 1996年）、  

特許公開：「サプライチェーン運転資金供給方法およびシステム」与信に決算項目による相対距離を導入 

経済産業省監修「データベース白書」編集専門委員として 24年間活動。 

 

 


